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ボーリング柱状図
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非
常
に
密
な

礫混じり砂質シルト。
植生根が多い。
径10～40mm程度の亜角～亜円礫
が主体。
マトリックスは砂で、細粒分が若
干混じる。

径10～30mm程度の角～亜角礫が
主体。
掘進長5cm程度、推定礫径
10～15cm内外の玉石が介在する。
マトリックスは細粒分質砂で、粘
着性を帯びる。
深度5.65～5.95m付近は粘土分が
優勢。

径10～40mm程度の角～亜角礫が
主体。
最大礫径8cm程度の粗礫が混じる
。
マトリックスは細粒分質砂。

軟岩。岩級区分：CL～D。
レキ状コアが主体の強風化砂岩(メ
ランジュ)。
高角度の割目が発達する。
割目は風化褐変・変質を伴い、脆
弱化が顕著。
深度8.65m付近より淡黄灰色を呈
する
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